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⑴
海
洋
ご
み
の
処
理
推
進
を

　
　
　
　
　
　
　
　

求
め
る
意
見
書

　

平
成
28
年
の
台
風
で
は
、
氾
濫
し

た
河
川
か
ら
の
流
木
が
漁
業
被
害
を

も
た
ら
す
と
と
も
に
、
海
岸
に
漂
着

し
た
流
木
の
処
理
に
長
期
間
を
要
す

る
事
態
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
海
洋
ご
み
は
災
害
関
連
の

も
の
だ
け
で
な
く
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
に
よ
る
海
洋
汚
染
が
Ｇ
７
サ
ミ

ッ
ト
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
世

界
的
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。

　

海
洋
ご
み
は
多
様
な
地
域
由
来
の

物
が
混
在
し
て
お
り
、
市
町
村
が
発

生
抑
制
対
策
を
行
っ
て
も
問
題
解
決

に
つ
な
が
ら
な
い
状
況
に
あ
る
。
特

に
、
海
洋
ご
み
の
約
７
割
は
河
川
由

来
と
の
指
摘
も
あ
り
、
そ
の
発
生
源

対
策
は
重
要
課
題
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
海
洋
ご
み
の
主
要
な
発

生
源
と
な
っ
て
い
る
河
川
に
つ
い
て

は
、
国
に
よ
る
新
た
な
発
生
源
対
策

を
進
め
る
こ
と
な
ど
３
項
目
を
、
政

府
に
求
め
る
。

⑵
無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

　
　

（
Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
）
環
境

　
　

の
整
備
促
進
を
求
め
る
意
見
書

　

２
０
１
４
年
度
に
観
光
庁
が
行
っ

た
調
査
に
よ
る
と
、
訪
日
外
国
人
旅

行
者
が
旅
行
中
に
困
っ
た
こ
と
と
し

て
、
無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
以
下
、

Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
）
環
境
の
不
足
が
最
も

高
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備

促
進
は
、
防
災
拠
点
と
な
る
公
共
施

設
等
の
災
害
時
に
お
け
る
通
信
手
段

の
確
保
に
も
大
き
く
貢
献
す
る
も
の

で
あ
り
、
政
府
は
防
災
の
観
点
か
ら
、

２
０
２
０
年
ま
で
に
約
３
万
カ
所
の

Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
を
目
指
す

と
と
も
に
、
空
港
や
駅
な
ど
多
く
の

人
が
出
入
り
す
る
場
所
に
は
、
民
間

で
の
設
置
を
働
き
か
け
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
日
本
遺
産
等
の
観
光
拠

点
や
観
光
案
内
所
に
お
け
る
Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
を
一
層
促
進
し
、

観
光
地
の
機
能
向
上
や
利
便
性
向
上

を
図
る
こ
と
な
ど
３
項
目
を
、
政
府

に
強
く
要
望
す
る
。

⑶
中
山
間
地
域
に
お
け
る

　
　

孟
宗
竹
等
の
竹
害
対
策
の

　
　
　
　
　

強
化
を
求
め
る
意
見
書

　

昔
か
ら
、
孟
宗
竹
な
ど
の
タ
ケ
ノ

コ
は
食
用
と
し
て
収
穫
さ
れ
、
ま
た

伐
採
さ
れ
た
竹
は
竹
細
工
や
建
材
な

ど
に
利
用
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
、

生
活
環
境
の
変
化
や
安
価
な
タ
ケ
ノ

コ
の
缶
詰
の
輸
入
増
加
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
等
代
替
材
が
あ
ら
わ
れ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
タ
ケ
ノ
コ
や
竹
材
の
生

産
量
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
管
理
が
行
き
届
か

な
く
な
っ
た
竹
林
が
ふ
え
、
そ
の
地

下
茎
が
周
囲
の
人
工
林
地
や
耕
作
地

に
侵
入
し
、
人
工
林
や
農
作
物
な
ど

に
被
害
が
出
て
い
る
。

　

さ
ら
に
は
、
管
理
さ
れ
な
く
な
っ

た
竹
林
の
拡
大
は
、
土
砂
災
害
の
危

険
性
や
里
地
里
山
の
生
物
多
様
性
の

低
下
な
ど
に
つ
な
が
り
得
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
竹
害
が
拡
大
し
な
い
よ

う
、
新
た
な
孟
宗
竹
等
の
有
効
利
用

の
調
査
、
研
究
や
排
出
さ
れ
る
竹
材

の
有
効
利
用
に
対
す
る
財
政
支
援
の

強
化
を
政
府
に
強
く
求
め
る
。

⑷
指
定
給
水
装
置
工
事

　
　

事
業
者
制
度
に
更
新
制
の

　
　
　
　
　

導
入
を
求
め
る
意
見
書

⑸
過
労
死
ラ
イ
ン
の
残
業
を

　

可
能
に
す
る
上
限
規
制
法
制
化
に

　
　
　
　
　
　
　

反
対
す
る
意
見
書

⑹
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
と

　
　

ペ
ッ
ト
を
支
え
る
施
策
の

　
　
　
　
　

推
進
を
求
め
る
意
見
書

⑧

編

集

後

記

　

こ
の
議
会
広
報
に
携
わ
り
、
三

度
目
の
紫あ

じ
さ
い
陽
花
の
季
節
を
迎
え
ま

し
た
。

　

紫あ
じ
さ
い
陽
花
は
小
さ
な
花
が
集
ま
っ

て
い
る
様
子
か
ら
、
「
団
結
・
和

気
あ
い
あ
い
」
と
い
う
花
言
葉
を

持
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

私
た
ち
議
会
広
報
委
員
も
、
議

会
事
務
局
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
徹
し
、
高
知
市

議
会
だ
よ
り
の
充
実
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　

（
議
会
広
報
委
員
会
）

※意見書とは、地方公共団体の公益に関することについて、議会の意思を意見としてまとめ、国等へ提出する文書のことです。

録
画
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し

　

本
会
議
の
中
継
放
送
を
録
画
し
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

貸
し
出
し
準
備
に
時
間
を
要
す
る

た
め
、
ご
希
望
の
方
は
あ
ら
か
じ
め
、

議
会
事
務
局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
（
☎
８
２
３

−

９
４
０
０
）

録
画
配
信（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

　

過
去
１
年
間
の
本
会
議（
定
例
会
）

に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配

信
し
て
い
ま
す
。

　

高
知
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
議
会

中
継
（
録
画
）
専
用
ペ
ー
ジ
に
入
る

と
視
聴
で
き
ま
す
。
会
議
日
や
質
問

議
員
名
、
発
言
内
容
の
語
句
等
か
ら

の
検
索
も
可
能
で
す
。

　

会
議
録
の
閲
覧

　

３
月
定
例
会
本
会
議
の
会
議
録
は

６
月
上
旬
に
で
き
る
予
定
で
す
。

　

本
町
仮
庁
舎
１
階
の
情
報
公
開
・

市
民
相
談
セ
ン
タ

ー
、
同
６
階
の
議

会
図
書
室
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
高
知
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
、
本
会
議
は
平

成
６
年
12
月
定
例

会
以
降
、
委
員
会

は
18
年
４
月
以
降

の
会
議
録
を
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

高知市ホームページへのアクセスは

高知市 検索

本会議、委員会の日程をお知らせしています
　市役所本庁舎の掲示板、高知市ホームページで本会議、
委員会の開催日程をお知らせしています。

《高知市議会事務局の連絡先》
　【電　　　　　話】８２３－９４００（直通）
　【Ｆ　　Ａ　　Ｘ】８２３－９３５０
　【メールアドレス】kc-260100@city.kochi.lg.jp
　　　議会に対するご意見・ご要望をお寄せください

平成28年度
議会情報公開制度・個人情報保護制度の利用状況
をお知らせします。
●議会情報公開制度の利用状況
　公開請求の状況　────────────なし
●議会個人情報保護制度の利用状況
　⑴開示請求、訂正請求、利用停止請求の状況　─なし
　⑵苦情、相談の件数　──────────なし

３
月
定
例
会
に

提
出
し
た

意
見
書

（要旨）
⑴
、
⑵
は
全
員
賛
成
で
、
⑶
は
賛
成
多
数
で

可
決
し
、国
等
関
係
機
関
へ
提
出
し
ま
し
た
。

⑷
～
⑹
は
否
決
し
ま
し
た
。


